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新発田市税条例 総務 可決 23 0

新発田市手数料条例 総務 可決 23 0

新発田市廃棄物の処理及び清掃に関する条例 総務 可決 23 0

新発田市認可地縁団体印鑑条例 総務 可決 23 0

新発田市地域ふれあいルーム事業条例 社会文教 可決 23 0

新発田市景観条例 経済建設 可決 23 0

新発田市下水道条例 経済建設 可決 23 0

新発田市農業集落排水処理施設の管理に関する条例 経済建設 可決 23 0

一般会計（第４号） 分割付託 可決 23 0

一般会計（第５号） 分割付託 可決 23 0

国民健康保険事業特別会計（第２号） 社会文教 可決 23 0

介護保険事業特別会計（第２号） 社会文教 可決 23 0

後期高齢者医療特別会計（第２号） 社会文教 可決 23 0

公の施設に係る指定管理者の指定について（新発田市温泉活用施設紫雲の郷館） 経済建設 可決 23 0

※１　「総務」　　：総務常任委員会

　　　「社会文教」：社会文教常任委員会

　　　「経済建設」：経済建設常任委員会 ※４　「○」：「賛成」したもの

　　　「決算審査」：一般会計決算審査特別委員会 　　　「×」：「賛成以外」のもの

　　　「分割付託」：各常任委員会に分割して付託されたもの 　　　「欠」：本会議に欠席したため、表決に参加していないもの

　　　ただし、審査した委員会がない案件は本会議で即決

※５　議長は選挙権を有するため、全議員数は２２人です。

※２　「可決」：全員賛成または賛成多数により可決、推薦、承認、採択等と議決したもの

　　　「否決」：賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの

令和8年新発田市議会9月定例会 議決結果

※３ ※４

条例の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和8年度補正予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※３　議長は地方自治法第１１６条により表決には参加しないため、表決に参加する全議員数は２３人です。
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一般会計 決算審査 可決 20 3

土地取得事業特別会計 総務 可決 23 0

国民健康保険事業特別会計 社会文教 可決 20 3

介護保険事業特別会計 社会文教 可決 20 3

後期高齢者医療特別会計 社会文教 可決 20 3

食品工業団地造成事業特別会計 経済建設 可決 23 0

コミュニティバス事業特別会計 総務 可決 23 0

藤塚浜財産区特別会計 総務 可決 23 0

下水道事業会計（利益の処分及び決算） 経済建設 可決 23 0

水道事業会計（利益の処分及び決算） 経済建設 可決 23 0

選挙管理委員補充員の選挙　※５ 可決 22 0 ○ 欠 欠 ○

学校給食費の完全無償化に向けた国の負担軽減制度の拡充を求める意見書 可決 23 0

国が主食の価格と需給に責任を持ち、安定供給のための備蓄回復と米価下落阻止を求め
る意見書

可決 23 0

非核三原則の尊重と堅持を求める意見書 可決 23 0

私立高校の入学金等の負担軽減と専任教員増など教育条件の向上をはかるため、私学助
成の増額･拡充を求める意見書（国会及び関係行政庁あて）

可決 23 0

私立高校の入学金等の負担軽減と専任教員増など教育条件の向上をはかるため、私学助
成の増額･拡充を求める意見書（新潟県知事あて）

可決 23 0

※１　「総務」　　：総務常任委員会

　　　「社会文教」：社会文教常任委員会

　　　「経済建設」：経済建設常任委員会 ※４　「○」：「賛成」したもの

　　　「決算審査」：一般会計決算審査特別委員会 　　　「×」：「賛成以外」のもの

　　　「分割付託」：各常任委員会に分割して付託されたもの 　　　「欠」：本会議に欠席したため、表決に参加していないもの

　　　ただし、審査した委員会がない案件は本会議で即決

※５　議長は選挙権を有するため、全議員数は２２人です。

※２　「可決」：全員賛成または賛成多数により可決、推薦、承認、採択等と議決したもの

　　　「否決」：賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの

令和8年新発田市議会9月定例会 議決結果

※３ ※４

令和7年度決算

○ ○ × ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ × ○ ○ ○ ○

○ ○ × ○ ○ ○ ○

○ ○ × ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人事案件

○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※３　議長は地方自治法第１１６条により表決には参加しないため、表決に参加する全議員数は２３人です。
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